




機器販売及び情報システム事業
当事業におきましては、製造業向けの機器販売、情報システム関連がと

もに前連結会計年度と同水準で推移し、売上高は62億86百万円（前連結
会計年度比0.3％の減少）となりました。

機器のメンテナンス事業
当事業におきましては、設備機器メンテナンス、太陽光発電等住宅設備

機器の設置がともに堅調であったことにより、売上高は65億47百万円（前
連結会計年度比6.3％の増加）となりました。

電子部品製造事業
当事業におきましては、製造工程省力化装置の受注が減少したものの、
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④　取締役及び監査役の報酬等



⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　有限責任監査法人　トーマツ

②　報酬等の額
支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 29,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額 29,600千円



３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

当社は、当社及びその子会社（グループ会社）からなる企業集団（以下「当社グ
ループ」という。）において、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を
確保するための体制」を取締役会にて決議しております。その概要は、当事業年度
末日現在、以下のとおりであります。
①　当社グループの取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを
確保するための体制
イ．企業倫理規程を制定し、当社グループの全役職員が法令・定款及び社会規範

を遵守した行動をとるための規範とする。
ロ．その徹底を図るため、社長を議長とする藤田グループ経営会議（構成員は当

社グループの業務執行部門を管掌する取締役）において、グループ会社全社
横断的なコンプライアンス体制の整備と問題点の把握に努めるとともに、コ
ンプライアンス上の重要な問題を審議し、その結果を取締役会に報告する。
また、各取締役は、各業務部門固有のコンプライアンスリスクを分析し、そ
の対策を具現化する。

ハ．内部監査室は、コンプライアンスの状況を監査し、その結果について藤田グ
ループ経営会議及び取締役会並びに監査役会に報告するものとする。

②　当社 そ







連

 

結

 

貸

 

借

 

対

 

照

 

表

（

2

0

2

0

年

3

月

3

1

日

現

在

）

（

単

位

：

千

円

）







（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

ï１ð連結子会社の数及び連結子会社の名称
連結子会社の数　　　　　６社
連結子会社の名称

~9~9



４．会計方針に関する事項
ï１ð資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券
　　償却原価法（定額法）
その他有価証券
イ．時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、





（連結貸借対照表に関する注記）１．担保に供している資産及び担保に係る債務(１
)担保に供している資産



（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
当社グループは、資金運用については短期的な預金及び安全性の高い金融資産に限定してお
り、資金調達については銀行等金融機関からの借入金によっております。
受取手形、電子記録債権、完成工事未収入金及び売掛金に係る顧客の信用リスクについては、
取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況を定期的または随時に把握するこ
とにより、その低減を図っております







損　益　計　算　書

ï2019年4月　1日から2020年3月31日までð
（単位：千円）



株主資本等変動計算書

ï2019年4月　1日から2020年3月31日までð
（単位：千円）







∵ 1,648,284千円

３
次∵
藤田ソリューションパートナーズ㈱ 1,295,687千円 仕入債務
藤田テクノ㈱ 51,578千円 仕入債務
計 1,347,266千円

４
短期金銭債権 42,273千円
短期金銭債務 1,063,852千円

（損益計算書に関する注記）
関栗
営業取引による取引高
売上高 32,028千円
仕入高 1,325,291千円
販売費及び一般管理費32,�

営業䐈 �

社 関損算書に関する注記9





連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2020埜





計算書類に係る会計監査報告



監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程
を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表
示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及∵

・　 咲。 禎の監査の 的は、❸
頚いが、
又は にyして重要な不 実刃殴認められる塊す鋭嘉 𠮷あ
郵る 嘗を する滑と、





２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①　



株主総会参考書類

議　　案　剰余金処分の件
剰余金処分につきましては、以下のとおりと致したいと存じます。

期末配当に関する事項
第57期の期末配当につきましては、当期業績並びに財務状況等を勘案
致しまして以下のとおりと致したいと存じます。
①　

　





＜ メモ欄 ＞





株主総会会場ご案内図

群馬県高崎市飯塚町1174番地５
当社７階会議室

電話（027）361-1111（代表）

交　通
最寄駅　ＪＲ高崎駅　　　　　車約10分
関越自動車道　　前橋ＩＣ　　車約15分
　　　　　　　　高崎ＩＣ　　車約20分

※本年より、株主総会にご出席の株主様へのお土産は取り止めさせていただきます。何卒ご
理解賜りますようお願い申し上げます。


